
（３）第６期介護保険事業計画の進捗状況について 

 

１．総人口・高齢者人口の推移 

  高齢者（65歳以上）は年々増え続けており、平成２９年４月末現在で119,691人

（H25：110,610人）、高齢化率は28.4％（H25：26.3％）となっている。 

  また、全国との比較では高齢化率は、全体で1.1ポイント（前期：0.7ポイント、

後期：0.5ポイント）上回っている。3年前の平成25年度と比較すると、全国との乖

離は１．２ポイントから1.1ポイントとなったが、依然として全国に比べ高齢化が進

んでいることが分かる。 

 

 

〔＊全国との比較〕高齢化率               

 年度 高齢化率 前期高齢化率 後期高齢化率 

富山市 
H28.10.1現在 ２８．４％ １４．６％ １３．８％ 

H25.10.1現在 ２６．３％ １３．４％ １２．９％ 

全 国 
H28.10.1現在 ２７．３％ １３．９％ １３．３％ 

H25.10.1現在 ２５．１％ １２．８％ １２．３％ 
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２．要介護認定者数の推移 

  毎年増え続けてはいるが、ここ数年は微増に留まっている。構成比では、要支援の

比率が低く、要介護１～３の占める割合が高い。 

  全国との比較では、要支援の比率が低く、要介護２～５の比率が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．日常生活圏域の状況 

平成２９年３月末の高齢化率は、水橋地区、総曲輪等地区、岩瀬等地区、奥田等地 

区の順で高くなっており、認定率（高齢者人口に占める要介護認定者の割合）につい

ては、総曲輪等地区、堀川等地区、奥田等地区、大沢野地区の順で高くなっている。 

また、平成２６年３月と平成２９年３月の比較から、奥田等地区、山室等地区、総

曲輪等地区、堀川等地区においては、認定率が４ポイント以上上昇している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）日常生活圏域別の状況 

 



４．介護保険関連施設整備状況（平成２９年度末見込み） 

  第６期計画において地域密着型サービスの普及の観点から、夜間対応型訪問介護や

小規模多機能型居宅介護の導入を図る計画であったが、応募の結果、夜間対応型訪問

介護は応募なし、小規模多機能型居宅介護は事業者の応募が少なく３か所の整備にと

どまった。 

特定施設入居者生活介護については、その他の居宅サービスに比べ、給付費が抑え

られ、利用者へのきめ細やかなサービス提供が期待できるため、計画数を上回る９０

床を指定した。 

地域密着型サービス 

第5期 第６期 

第5期末 

（H27.3）

① 

計画数 

② 

選定数 

③ 

第６期 

目標数 

（①+②） 

第６期末 

（H30.3見込） 

（①+③） 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護  ３か所 ２か所 ２か所 ５か所 ５か所 

夜間対応型訪問介護 ３か所 ２か所 ０か所 ５か所 ３か所 

小規模多機能型居宅介護  ２６か所 ６か所 ３か所 ３２か所 ２９か所 

認知症対応型共同生活介護 ４０か所 ４か所 ４か所 ４４か所 ４４か所 

地域密着型介護老人福祉施設 １２か所 ６か所 ６か所 １８か所 １８か所 

看護小規模多機能型居宅介護 １か所 ３か所 ３か所 ４か所 ４か所 

特定施設入居者生活介護  ５６床 
６０床

程度 
９０床 １１６床程度 １４６床 

 ※整備事業者の公募・選定は、計画初年度の平成２７年度に行った。 

 

【介護サービス解説】 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護：１日複数回の短時間の定期巡回訪問と、利用者からの通報により応対・訪 

問を行うサービスで介護だけでなく看護も行うサービス。 

・夜 間 対 応 型 訪 問 介 護：定期巡回・随時対応型訪問介護看護の夜間版で介護サービスのみ。 

・小規模多機能型居宅介護：利用者の選択に応じて、施設への通いを中心として、短期間の宿泊や自宅

への訪問を組み合わせたサービス。 

・認知症対応型共同生活介護：入所で認知症の利用者を対象にした専門的なケアを提供するサービス。 

・地域密着型介護老人福祉施設：入所定員29人以下の小規模特別養護老人ホーム。 

・看護小規模多機能型居宅介護：小規模多機能型居宅介護サービスに看護師による訪問看護サービスを追加

し提供するサービス。 

・特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム等で、入浴、食事などの日常生活上の支援や機能訓練を包

括的に提供するサービス。 



（参考） 

日常生活圏域別の施設整備見込み（平成29年度末） 

 

・（大規模）介護老人福祉施設のユニット化工事等により、（大規模）介護老人福祉施設

数の床数が減少し、定員２９名以下の地域密着型介護老人福祉施設が増えている。 

・介護療養型医療施設数は、第６期期間中に医療病床への転換等により減少している。 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、看護小規模多機能型居宅

介護など地域包括ケアの中核を担うサービス事業所数が少ないため、多くの地域で未

整備地域となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．第６期における財政状況 

  保険給付費及び地域支援事業費の執行見込み額は、1,184億円（計画比98.1％）と

ほぼ計画どおり推移しており、保険料収納額も予定額が見込まれることから、安定的

に運営ができていると言える。 

  また、地域密着型介護予防サービスが対計画値３３％と低くなっている理由は、対

象サービスである小規模多機能型居宅介護、認知症対応型通所介護、認知症対応型共

同生活介護の施設整備や利用が進んでいないことが考えられる。 

 

 



 

６．介護保険サービスの利用状況 

第6期の介護給付費等全体の執行状況については、対計画比で利用状況が９９．８％、

給付費が９６．０％となっており、いずれも計画を下回っている。特に平成28年度

の対前年度増減率の実績は、これまで対前年度比で平均２～３％の増加率だった給付

費が０．３％の微増となっている。 

  居宅サービス全体では、おおむね計画通り推移している。個別サービスでは訪問看

護が利用状況、給付費がともに計画値を上回り、訪問介護、通所介護については利用

状況は計画を上回るものの、給付費はほぼ計画どおりとなっている。 

  介護予防サービスでは、ほぼ利用実績見込みが計画を下回っている。 

地域密着型サービスでは、地域密着通所介護を除き、平成 28 年度までの実績では

計画を下回っている。特に地域密着型介護予防サービス事業では大きく計画を下回っ

ている。個別サービスでは定期巡回・随時対応型訪問介護看護が、平成 27 年度に比

べ平成 28 年度の利用が減っている状況であり、小規模多機能居宅介護サービスは計

画を下回る見込みだが着実に利用は増えている。 

施設サービスについては、一部利用者の自己負担の引き上げ（１割→２割）、特定

入所者介護サービスの給付要件の変更、介護療養型医療施設の医療病床への転換（第

6期で113床減少見込み）等により、介護３施設とも計画を下回る状況となっている。

特に給付費に占める割合が大きい施設サービスの平成 28 年度実績が計画値の９０．

８％となり大きく計画を下回ったことが給付費全体が０．３％の微増に留まった大き

な要因である。 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．所得段階別保険料賦課人数等 

  第６期の第１号被保険者の保険料は、国が示す標準段階（９段階）よりも多段階の

１２段階に設定しており、より細かい所得に応じた保険料設定としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考〕保険料設定の状況 

 

 

（参考）保険料段階別の保険者数（中核市４３市） 

 


